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●司会者
坪井敏行会長

●ソング
我らの生業

●ゲスト
第2640地区ＩＭ第１組

村上有司ガバナー補佐

●ヴィジター

田辺公共職業安定所
統括職業指導官

溝端一夫様

会員数 欠席者 出席者 出席率

総 数 87名 22名 65名

出席計算者 75名 16名 59名 78.67％

10月26日修正出席率 92.00％ 10月平均出席率91.00％

出席報告

ニコニコ箱

☆村上ガバナー補佐､ﾛｰﾀﾘｰ財団の話､よろしくお願いし

ます。･････････････････････････････････････髙橋

☆アドレス帳もう少しで完成します。･････････三前剛

☆無事退院。にごった眼で見ていたが明るくなりまし

た。･･･････････････････････････････････････福本

☆本日ボージョレヌーボ解禁です。すでに昨夜フライ

ングで飲んでしまいました。ごめん。･････････新井

☆中松委員長､お江戸のデイトはいかがでしたか。当社

の梅酒を御愛飲頂きありがとうございました。･長井

☆百円ライターを2個持っていて白浜空港で1個没収さ

れました。なぜなんだ!!･････････････････････中松
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創立昭和２８年１月８日

2006-07年度
国際ロータリーテーマ

「率先しよう」
－LEAD THE WAY－

ウィリアムＢ・ボイド
ＲＩ会長

４つのテスト (FOUR WAY TEST)

言行はこれに照らしてから
(1) 真実かどうか
(2) みんなに公平か
(3) 好意と友情を深めるか
(4) みんなのためになるかどうか

次回のプログラム 12/7

本日のプログラム 11/30

ＲＯＴＡＲＹ

お 祝 い
会員誕生日 11/1 多屋平彦

11/20 多屋平夫

11/21 木村頼

11/29 三前剛

夫人誕生日 11/17 柴田厚美(隆至）

11/25 田上順子(雅信)

11/27 田中あき子(陽)

11/29 竹中加代美(幸一)

結婚記念日 11/23 脇村孝、広井

11/24 長井

11/26 坪井、横田

｢ 紅 葉 ｣ 撮影 寒川真典会員

お知らせ

例 会 日 木曜日 12：30
例 会 場 紀陽銀行三階ホール
会 長 坪井 敏行
幹 事 三前 剛
会報委員長 新井 康司
http://tanabe-rc.com/

承 認 昭和28年3月2日
事務所 田辺市栄町24 〒646-0048

紀陽銀行田辺支店内
ＴＥＬ 0739-24-2002
ＦＡＸ 0739-26-0264
ｍａｉｌ tanaberc@mb.aikis.or.jp

会長報告
・本日はありません。

幹事報告
・来週は、祝日のため休会です。

・先週告示しました新会員に推薦されたの方への異議

申立はありませんでした。来年１月入会の予定です。

・地区から３月に予定されていました地区大会記念ゴ

ルフ大会中止の連絡が来ています。

・近隣クラブ会報が届いておりますので回覧します。

会員卓話

東 冬彦会員

委員会報告

親睦活動委員会 尾崎 実委員長
・12月7日夜6時30分より田辺ＲＣ忘年会を海鮮問屋

「丸長｣で行います。出欠表を回覧します。大勢のご

参加お願い致します。ﾋﾞﾝｺﾞｹﾞｰﾑを予定しています

ので景品(皆さんのお家にある(3千円相当)）の御協

力お願いします。

・本日締め切りました11/25・26に予定しております

会員親睦会(米山梅吉記念館見学)への参加の方へ予

定表をお渡ししています。

国際奉仕委員会 稲田太門委員長
・地区からのＷＣＳ海外視察実施に伴う事前アンケー

トへの協力お願い致します。インドネシア共和国Ｗ

ＣＳ海外視察実施案(2007年5月)を回覧しますので

参加希望される方、参加希望するがまだ参加未定の

方は､11月30日までに事務局へ連絡お願いします。

・来年6月17～20日に米国ユタ州ソルトレークシティ

にて行われる2007年国際ロータリー年次大会の出欠

表を回覧します。

メイクアップ
11月10日 榎本長(白浜RC）

11月15日 津村､大木(田辺東RC）
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プログラム

１，ロータリークラブは、２００５年に創立百周年を

迎え新しい世紀に入りました。わずか１００年の間

に、１６８カ国に３２,０００余のクラブが出来、

１２０万人を超える会員をもつ世界最大の民間奉仕

団体に成長しました。それを支えたのは、強固なロー

タリー財団の存在であります。

２，ロータリー財団は、１９１７年のアトランタ国際

大会で、アーチ･クランフ全米ロータリー連合会

（現国際ロータリー）会長が、「さまざまな社会奉仕

を今まで通り続けていこうと思うなら、世界で善を

成すための寄付金を受け取ることは極めて適切なこ

とである」と格調高い発案をしたことに始まります。

当時のロータリアンらは、「親睦」と「互恵取引」

こそロータリーの目的と考えていたため、この提案

はけっして好意的に受け入れられませんでした。し

かし、これこそ、“ロータリー財団”建設の第一歩

となるのです。

３，、ポール・ハリスが、ロータリーの創始者ならば、

アーチ・クランフは、これを成長させるための栄養

源をつくった育成功労者といえます。両者は、ロー

タリーにとっては甲・乙つけ難い存在ですが、ポー

ル・ハリスに比べ、アーチ・クランフの名前は余り

知られていませんので、この機会に紹介することと

します。

４，アーチ・クランフは、１８６９年ペンシルベニア

州カヌートビル（アメリカ）の貧しい家庭に生まれ

ました。１２才で家計を助けるため学校を辞めて、

クヤホガ材木会社の使い走りになりましたが、向学

心は消えず片道４マイルもある夜間学校に、電車賃

を節約するために歩いて通いました。クヤホガ材木

会社は、経営が苦しくなりクランフをマネージャー

に昇格させましたが、旺盛な研究心と情熱で経営を

好転させ、米国中西部で最も収益性の高い会社に発

展させました。その後この会社を買収し経営者にな

り、引き続き銀行や汽船会社などの社長にも就任し、

有能な実業家として高い信用を受けることになりま

す。

しかし、クランフは、単に金もうけばかりを考え

る人物ではなく、文化的な関心も高く、１８才の時

フルートの演奏を独学で学び名手となり、クリーブ

ランド・シンフォニー・オーケストラで１４年間に

亘り演奏を続け、高く評価されました。

５，クランフは、１９１１年に設立されたクリーブラ

ンドロータリー（アメリカ）の創立会員ですが、翌

年にはクラブ会長となる程指導者としても卓越した

能力をもっていました。クラブ会長として、数々の

素晴らしい業績をあげましたが、「クラブが今後多

くのことができるよう、緊急基金を築く必要がある」

との提案は、彼の非凡な能力を表しています。しか

し、クランフの立派なところは、この提案に対する

批判・中傷にかかわらず、機会ある毎に、多くの人々

に自説を話し続けた信念と努力にあります。

クランフは、国際ロータリーにおいても、定款作

成の委員長として、ロータリーを地区に分割し、地

区ガバナーの創設や年次地区大会制度の確立等大事

業を行っています。そして、１９１６年全米連合会

（現国際ロータリー）の会長に選出され、前述した

アトランタ国際大会での名演説がなされるのです。

６，ロータリー基金（ロータリー財団の前身）は、ク

ランフ会長が任期満了で退任した際に、彼への贈答

品購入のために集められた寄付金の残余（２６.５

０ドル）からスタートするのです。退任するクラン

フ会長の長年の夢はささやかですが実現しましたが、

この頃でも積極的な支援は少なく、その後6年間の

基金の残高はわずか７００ドルに過ぎませんでした。

７，１９２８年のミネアポリス大会で、国際ロータリー

（ＲＩ）は、「ロータリー基金」の名称を「ロータ

リー財団」と改称し、定款を改らためて、元ＲＩ会

長５人からなる財団組織をつくり、別管理とするこ

とを決めました。そして、１９３７年には目標額２

００万ドルの財団募金計画を発表する等、「ロータ

リー財団」確立のための運動は続きました。

しかし、“ロータリー財団”の基礎が強固となる

のは、皮肉にもポール・ハリスの死を待たなければ

なりませんでした。ポール・ハリスは、１９４７年

逝去する前、「豪華な追悼式や像の建立を辞退する」

と言い残していましたが、ＲＩ関係者は、世界中の

ロータリアンに対し、「ＲＩの創立者への敬意を表

すため、１人当り米貨１０ドルの寄付をロータリー

財団にするよう」求めたところ、１年間で１７７万

５,０００ドルを超える寄付金が寄せられました。

このようにして、ロータリー財団は一応確立する

のですが、その後も順風満帆ではありませんでした。

管理委員会は、１９５７年、「ロータリー財団に米

貨１,０００ドルを寄付した人は、ポール・ハリス・

フェローとなる」との表彰制度をつくり、寄付金減

少に対応しました。

８，この外にも、多くの先人らの努力があって、今日

の“ロータリー財団”があることを忘れてはなりま

せん。

『 ロータリー財団の誕生 』
-アーチ・クランフについて-

村上 有司 ガバナー補佐

第2640地区ＩＭ第１組

４クラブ親睦ゴルフ(ﾎｽﾄ･田辺はまゆうRC)
１１月３日 於白浜ビーチＧＣ 参加49名(内女性10名)
田辺(22名)田辺東(11名)はまゆう(9名)白浜(7名)

・入賞 野村富(10位)伊賀(20位)近藤(25位)津村(40位)
・ニアピン賞 多屋由･岡本
・15周年記念賞 (くじ引き) 田上･坪井

※団体戦の部

順位 チーム名 ネット合計

優勝 田辺(山本忠･廣本喜･成田) 212.0
２位 田辺東 214.4

３位 田辺はまゆう 219.4

４位 白浜 222.0

※個人戦の部

順位 氏名 グロス ハンディ ネット

優勝 山本忠生(田辺) １０１ ３０.８ ７０.２

２位 廣本喜亮(田辺) ８０ ９.２ ７０.８

３位 本田耕二(田東) ７９ ８.０ ７１

４位 成田善一(田辺) ９７ ２６.０ ７１

５位 長井保夫(田辺) ９０ １８.８ ７１.２

※その他(田辺チームの成績）


